
　
師
走
の
候
、
皆
様
に
は
益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
早
い
も
の
で
師
走
、
何
か
と
慌
た
だ
し
い
年
の

瀬
で
ご
ざ
い
ま
す
。
朝
晩
な
ど
は
底
冷
え
の
す
る

毎
日
で
す
が
、
皆
様
お
変
わ
り
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

　
今
回
の
新
年
会
は
、
総
会
と
同
じ
「
東
京
グ
リ

ー
ン
パ
レ
ス
」
に
て
開
催
し
ま
す
。

　
多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
申
し
上
げ
ま
す
。

　
＊
例
年
新
年
会
場
の
新
潟
県
人
会
館
は
建
替
中

で
、
新
会
館
の
オ
ー
プ
ン
は
再
来
年
秋
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
記
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　

　
　
平
成
31
年
１
月
27
日（
日
）

　
　
午
後
一
時

　
　
（
正
午
よ
り
受
付
）
　
　
　

　
会
場
　

　
　
東
京
グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
　
　

　
　
東
京
都
千
代
田
区
二
番
町
二

　
電
話
　

　
０
３
・
５
２
１
０
・
４
６
０
０

会
費
　
八
、
０
０
０
円
　
　
　
　

　
お
願
い

　
　
返
信
は
１
月
16
日（
水
）

　
　
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

理
事
会
　
　
　
　
　
　
　
５
／
20

　
於
　
新
潟
県
人
会
館

　
本
田
会
長
　
　
　
　
以
下
17
名

　
・
案
内
状
・
会
報
発
送
　
　
　

　
・
総
会
打
合
せ
　
　
　
　
　
　

中
学
校
同
窓
祭
・
総
会
　
６
／
17

　
於
　
総
合
セ
ン
タ
ー

　
本
田
会
長
　
　
　
　
以
下
２
名

東
京
片
貝
会
総
会
　
　
　
６
／
24

　
於
　
東
京
グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス

　
・
会
員
　
72
名
・
来
賓
　
46
名

片
貝
ま
つ
り
　
　
　
９
／
９
・
10

　
・
厄
年
同
級
会
　
出
発
式
挨
拶

　
・
例
大
祭
　
芝
副
会
長
列
席

　
・
相
撲
桟
敷
懇
親
会
雨
で
中
止

東
京
片
貝
会
教
育
講
演
会
10
／
５

　
於
　
片
貝
中
学
校
体
育
館

　
・
講
師
　
砂
山
和
之
様

　
・
本
田
会
長
、
内
藤
母
校
を
励

ま
す
会
会
長
、
徳
永
理
事
　
　
　

理
事
会
　
　
　
　
　
　
　
11
／
18

　
於
　
新
潟
県
人
会
館

　
本
田
会
長
　
　
　
　
以
下
18
名

　
・
活
動
報
告
、
総
会
総
括

　
・
新
年
会
、
60
周
年
打
合
せ

　
平
成
７
年
東
京
片
貝
会
が
世
代

替
り
し
た
時
か
ら
十
四
年
間
会
報

を
担
当
さ
れ
、
会
の
要
と
し
て
活

性
化
に
大
変
貢
献
さ
れ
た
小
宮
善

興
さ
ん
の
ご
紹
介
で
す
。

　
小
宮
さ
ん
は
、
中
学
卒
業
後
、

日
本
鋼
管
の
川
鉄
養
成
所
を
卒
業

さ
れ
更
に
そ
の
道
を
研
鑽
さ
れ

「
計
測
・
制
御
・
シ
ス
テ
ム
技
術
」

の
成
果
を
上
げ
、
日
本
鉄
鋼
協
会

よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
定
年
後
は
豊
富
な
知
識
と
高
度

な
技
術
を
請
わ
れ
、
度
々
ド
イ
ツ

や
ロ
シ
ア
等
に
指
導
と
支
援
に
行

か
れ
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
折
に
片
貝
祭
り
の
小
若

で
覚
え
た
シ
ャ
ギ
リ
の
笛
を
持
参

し
夕
食
の
後
や
招
待
さ
れ
た
時
な

ど
に
演
じ
て
喜
ば
れ
た
と
か
。

　
初
訪
問
か
ら
三
十
年
も
経
っ
た

ド
イ
ツ
か
ら
今
で
も
数
人
と
ク
リ

ス
マ
ス
カ
ー
ド
の
交
信
が
続
い
て

い
る
そ
う
で
す
。

　
ま
た
、
優
し
い
画
風
と
文
才
で

片
貝
の
伝
説
や
あ
ち
こ
ち
の
神
社

の
話
を
冊
子
に
さ
れ
、
故
郷
の
人

の
集
ま
る
場
所
に
配
布
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
ち
な
み
に
ご
実
家
は
三

之
町
の「
や
ざ
え
ん
さ
」
の
出
で
、

ご
尊
父
は
一
兵
卒
か
ら
佐
官
ま
で

出
世
さ
れ
、
当
時
満
州
ハ
ル
ピ
ン

に
派
遣
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
小
宮
さ
ん
は
そ
の
地
で
誕
生
さ

れ
て
お
り
、
平
成
十
四
年
八
月
当

地
を
訪
ね
、
生
誕
の
地
と
若
き
日

の
ご
両
親
を
偲
び
、
感
動
さ
れ
た

と
の
こ
と
で
し
た
。

　
そ
し
て
幼
少
か
ら
卓
越
し
た
才

能
で
中
学
一
年
に
し
て
中
越
地
区

の
弁
論
大
会
で
優
勝
さ
れ
ま
し
た

が
、
今
で
も
プ
ロ
並
み
の
カ
ラ
オ

ケ
を
は
じ
め
、
誰
か
ら
も
好
か
れ

る
人
間
性
で
益
々
の
ご
活
躍
を
願

っ
て
お
り
ま
す
。

　
毎
回
の
会
報
の
あ
と
が
き
が
ロ

マ
ン
を
感
じ
る
一
筆
で
と
て
も
素

敵
で
し
た
。
　
　
　
　
阿
部
修
次

　
２
０
１
９
年
は
東
京
片
貝
会
の

60
周
年
の
節
目
の
年
で
す
。
実
行

委
員
会
で
は
、
浅
原
神
社
秋
季
大

例
祭
に
東
京
片
貝
会
60
周
年
記
念

の
花
火
奉
納
を
企
画
し
ま
し
た
。

　
年
に
２
回
（
総
会
、
新
年
会
）

の
集
い
の
締
め
に
全
員
で
唄
う
の

が
奉
納
木
遣
で
す
。
み
な
さ
ん
が

肩
を
組
ん
で
声
を
張
上
げ
て
い
る

時
に
脳
裏
に
浮
か
ん
で
い
る
の
は

片
貝
の
花
火
で
し
ょ
う
。
打
ち
あ

が
る
時
の
ズ
ッ
シ
ン
と
い
う
お
腹

に
響
く
あ
の
感
触
は
片
貝
モ
ン
の

み
が
味
わ
っ
て
き
た
忘
れ
ら
れ
な

い
感
動
で
す
よ
ね
。
そ
こ
で
、
こ

の
企
画
を
成
功
さ
せ
る
為
に
会
員

の
皆
様
に
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ぜ

ひ
ご
協
賛
金
を
賜
り
た
く
千
円
／

一
口
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
実
行
委
員
会
委
員
長
　
芝
　
強

　
若
杉
会（
昭
27
卒
）
は
“
歩
こ
う

会
”
を
結
成
し
，
今
も
毎
月
ウ
オ

ー
キ
ン
グ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
　

　
去
る
５
月
28
日
・
29
日
に
は
関

東
地
区
有
志
幹
事
が
世
話
役
と
な

り
湯
沢
温
泉
に
１
泊
旅
行
を
実
施

し
ま
し
た
。
参
加
者
は
43
名
、
夜

遅
く
、
そ
し
て
翌
日
の
昼
ま
で
語

り
明
か
し
、午
後
散
会
し
ま
し
た
。

百
枚
の
案
内
状
を
出
し
た
と
こ

ろ
、
不
参
加
の
人
た
ち
か
ら
も
思

い
の
こ
も
っ
た
返
信
が
83
枚
も
届

き
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　



　
第
59
回
東
京
片
貝
会
定
期
総
会

が
来
賓
46
名
、
会
員
72
名
、
総
勢

１
１
８
名
の
方
々
に
ご
参
加
を
頂

き
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
冒
頭
に
本
田
会
長
か
ら
ご
挨
拶

申
し
上
げ
ま
し
た
。
来
年
は
創
立

60
周
年
記
念
総
会
と
な
り
ま
す
。

こ
の
総
会
の
開
催
場
所
は
、
例
年

と
同
じ
こ
の
東
京
グ
リ
ー
ン
パ
レ

ス
を
予
約
し
て
お
り
ま
す
。
参
加

者
が
今
年
よ
り
20
～
30
名
多
く
な

っ
て
も
大
丈
夫
な
よ
う
に
隣
の
会

場
も
確
保
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
記
念
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、

来
年
の
片
貝
ま
つ
り
で
東
京
片
貝

会
と
し
て
花
火
の
奉
納
を
検
討
し

て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
際
に
ご
賛

同
い
た
だ
け
れ
ば
、
ご
協
賛
金
を

賜
り
た
く
お
願
い
す
る
こ
と
も
あ

る
か
と
思
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
来
年
の
会
報
は
記
念
号

と
し
て
少
し
ペ
ー
ジ
を
増
や
し
、

今
ま
で
の
写
真
と
か
片
貝
の
方
々

の
ご
挨
拶
を
頂
く
事
を
検
討
し
て

お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
今
回
も
Ｊ
Ａ
お
ぢ
や
様

か
ら
お
土
産
と
し
て
お
ぢ
や
の
コ

シ
ヒ
カ
リ
を
頂
き
、
片
貝
煙
火
協

会
様
か
ら
花
火
の
ポ
ス
タ
ー
も
寄

贈
し
て
頂
き
、
皆
さ
ん
に
持
ち
帰

り
い
た
だ
き
ま
す
。

　
続
い
て
、
会
計
報
告
・
会
計
監

査
報
告
を
行
い
、
ご
承
認
し
て
頂

き
ま
し
た
。
さ
ら
に
母
校
を
励
ま

す
会
の
報
告
と
図
書
費
贈
呈
を
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。
小
方
邦
雄
片

貝
中
学
校
校
長
と
金
子
明
子
片
貝

小
学
校
校
長
か
ら
お
礼
の
お
言
葉

と
児
童
・
生
徒
の
皆
様
の
活
躍
の

模
様
を
お
伝
え
頂
き
ま
し
た
。
　

　
ご
来
賓
の
皆
様
の
ご
紹
介
を
さ

せ
て
頂
き
、
大
塚
昇
一
様
（
小
千

谷
市
長
）
か
ら
小
千
谷
市
は
、
少

子
化
・
高
齢
化
対
策
の
一
つ
と
し

て
、
鴻
巣
地
区
に
工
業
団
地
を
造

成
し
て
い
ま
す
。
働
き
な
が
ら
定

住
化
を
す
る
こ
と
で
、
若
い
人
を

呼
ん
で
い
き
た
い
と
ご
挨
拶
が
あ

り
ま
し
た
。

　
本
田
毅
様
（
片
貝
町
協
議
会
会

長
）
か
ら
は
、
総
合
セ
ン
タ
ー
の

裏
の
花
火
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
あ

り
ま
す
が
、
三
尺
三
寸
の
筒
を
修

理
し
ま
し
た
、
凛
と
し
て
立
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
帰
省
の
際
は
ご

覧
く
だ
さ
い
と
ご
挨
拶
が
あ
り
ま

し
た
。

　
引
き
続
き
、
小
千
谷
市
に
緑
友

会
の
安
達
太
一
様（
翌
月
ご
逝
去
）

所
有
の
天
龍
子
橘
久
一
作
の
刀
剣

が
寄
贈
が
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
乾
杯
の
音
頭
を
若
杉

会
の
佐
藤
祐
一
様
よ
り
お
取
り
頂

き
、
会
の
更
な
る
発
展
を
祈
念
し

て
の
ご
発
声
と
な
り
ま
し
た
。
そ

し
て
出
席
者
全
員
が
楽
し
み
に
し

て
い
る
懇
談
が
盛
大
に
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
締
め
と
な
る
恒
例
の
木
遣
り
の

大
合
唱
は
百
名
を
超
え
る
大
き
な

輪
が
出
来
、
ま
る
で
片
貝
ま
つ
り

の
お
立
ち
台
に
い
る
か
の
雰
囲
気

の
中
で
、
最
後
に
は
、
万
歳
三
唱

を
と
な
か
い
の
木
村
隆
様
に
行
っ

て
頂
き
、お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

【
会
員
出
席
者
】
（
敬
称
略
）
　

（
昭
和
21
～
30
卒
）
　
　
　
　
　

　
阿
部
修
次
、
神
林
勝
夫
、
佐
藤

安
治
、
浅
田
義
男
、
大
塚
順
一
、

長
岡
利
夫
、
中
村
恵
美
子
、
石
上

俊
夫
、
溝
手
俊
一
、
佐
藤
祐
一
、

松
岡
規
子
、
松
岡
聰
、
黒
﨑
勝
、

本
田
正
弘
、鯉
島
昭
雄
、
吉
井
均
、

本
田
十
三
雄
　
　
　
　
　
　
　
　

（
昭
和
31
～
39
卒
）
　
　
　
　
　

　
小
野
塚
清
、
黒
瀬
良
子
、
小
宮

善
興
、
芝
満
雄
、
藤
塚
悟
、
平
石

和
子
、
諸
我
時
夫
、
安
達
弘
、
五

十
嵐
哲
郎
、
工
藤
イ
ツ
、
小
宮
三

郎
、
芝
文
夫
、
山
家
恵
美
子
、
熊

谷
正
子
、
木
村
隆
、
広
沢
雅
子
、

大
矢
と
ら
じ
、
佐
藤
篤
司
、
本
田

秀
幸
、
松
井
京
子
、
吉
原
敏
明
、

浅
井
忠
明
、小
野
塚
和
夫
、
芝
強
、

佐
藤
正
志
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
昭
和
40
卒
～
）
　
　
　
　
　
　

　
相
崎
俊
夫
、
岸
井
久
美
子
、
太

刀
川
和
雄
、
安
達
仁
、
阿
部
清
、

栗
原
知
子
、
小
林
和
弘
、
山
岸
睦

美
、
山
口
光
夫
、
安
達
徹
、
安
達

裕
子
、
安
達
亮
一
、
早
川
芳
枝
、

高
坂
清
美
、
内
藤
富
美
子
、
藤
塚

弘
、
松
井
正
之
、
藤
塚
伸
雄
、
徳

永
雅
史
、松
山
朱
実
、
相
崎
達
也
、

安
達
良
喜
、
小
野
塚
括
吉
、
堀
井

ひ
と
み
、
佐
藤
潤
、
砂
山
和
之
、

吉
田
貴
裕
、相
崎
清
輝
、
友
田
啓
、

白
石
知
子

【
ご
来
賓
出
席
者
】
（
敬
称
略
）

　
大
塚
昇
一
（
小
千
谷
市
長
）
、

本
田
毅（
片
貝
町
協
議
会
会
長
）
、

大
矢
弘
光
（
小
千
谷
市
議
会
議

員
）
、
鈴
木
輝
雄
（
東
京
新
潟
県

人
会
副
会
長
）
、
吉
原
正
幸
（
片

貝
町
体
育
協
会
会
長
）
、
吉
田
敏

明
（
片
貝
町
公
民
館
館
長
）
、
市

川
英
雄
（
片
貝
町
煙
火
協
会
前
会

長
）
、
小
宮
博
行
（
Ｊ
Ａ
越
後
お

ぢ
や
常
務
理
事
）、
黒
崎
哲
郎
（
片

貝
町
商
工
振
興
会
会
長
）
、
小
林

光
紀
（
浄
照
寺
住
職
）
、
根
本
忠

（
片
貝
医
院
院
長
）
、
吉
原
裕
二

（
片
貝
中
学
校
同
窓
会
会
長
）
、

小
野
塚
祐
一
（
同
事
務
局
長
）
、

小
方
邦
雄（
片
貝
中
学
校
校
長
）
、

金
子
明
子（
片
貝
小
学
校
校
長
）
、

郷
貴
大
（
片
貝
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

長
）
、
山
口
恒
（
浅
原
神
社
第
１

区
社
務
長
）
、
安
達
隆
（
同
第
２

区
社
務
長
）
、
山
口
石
根
（
日
本

美
術
刀
剣
保
存
会
刀
剣
博
物
館
理

事
）、
吉
原
亨（
吉
原
印
刷
社
長
）
、

大
矢
敏
之（
船
出
会
会
長
・
還
暦
）

他
４
名
、
佐
藤
博
文
（
翼
進
会
会

長
・
50
歳
）
他
２
名
、
本
田
敦
（
翼

翔
会
会
長
・
42
歳
）
他
４
名
、
佐

藤
瑞
穂
（
小
千
谷
新
聞
社
　
記

者
）
、
佐
藤
勇
介
（
地
域
お
こ
し

協
力
隊
）
、
名
塚
孝
一
（
片
貝
町

伝
統
芸
能
保
存
会
会
長
）
他
９
名



　
片
貝
中
で
先
生
か
ら
紹
介
さ
れ

て
Ｓ
Ｆ
小
説
「
星
を
継
ぐ
も
の
」

に
出
会
っ
て
以
来
、
砂
山
さ
ん
は

技
術
や
研
究
に
取
り
組
み
た
い
と

夢
を
ふ
く
ら
ま
せ
て
大
阪
・
日
立

造
船
技
術
研
究
所
に
入
社
。

　
リ
モ
コ
ン
や
電
子
機
器
で
今
で

も
電
池
は
身
近
な
存
在
で
す
が
、

も
っ
と
安
全
で
、
簡
単
に
何
度
で

も
充
電
で
き
、
宇
宙
で
も
使
え
る

次
世
代
電
池
の
実
用
化
を
メ
ー
カ

ー
や
宇
宙
科
学
者
と
と
も
に
進
め

て
い
ま
す
。
こ
う
や
っ
て
未
来
を

自
分
で
作
る
、
未
来
へ
の
歩
み
は

仲
間
が
寄
り
添
っ
て
い
る
こ
と
を

忘
れ
な
い
で
大
切
に
し
よ
う
と
心

が
け
な
が
ら
明
日
を
切
り
開
く
技

術
の
実
現
に
め
ざ
し
て
ま
す
。

　
締
め
く
く
り
に「
本
を
読
も
う
」

「
真
実
を
求
め
よ
う
」
「
好
き
な

こ
と
を
目
指
そ
う
」
と
力
強
く
語

り
か
け
る
砂
山
さ
ん
に
生
徒
児
童

た
ち
は
う
な
ず
き
な
が
ら
講
演
の

最
後
ま
で
し
っ
か
り
耳
を
傾
け
て

い
ま
し
た
。
ま
た
生
徒
児
童
の
感

想
発
表
で
も
「
よ
い
未
来
を
た
く

さ
ん
想
像
し
て
い
き
た
い
」
「
先

輩
の
よ
う
に
自
ら
を
み
が
い
て
世

界
に
は
ば
た
き
た
い
」
と
ひ
と
き

わ
良
い
刺
激
と
な
っ
た
講
演
で
し

た
。

【
母
校
を
励
ま
す
会
基
金

　
　
　
　
　
　
　
ご
協
力
者
名
】

　（
順
不
同
）
　（
Ｈ
30
・
４
～
10
）

諸
我
時
夫（
32
）
、安
達
弘
（
33
）
、

熊
谷
満
里
子
・
太
刀
川
三
雄
・
五

十
嵐
哲
郎
・
工
藤
イ
ツ
・
小
宮
三

郎
（
35
）
、
木
村
隆
（
36
）
、
寺

町
明
美
・
吉
原
敏
明
・
松
井
京
子

・
本
田
秀
幸
（
37
）
、
芝
　
強
・

小
野
塚
和
夫
（
38
）
、
天
野
八
重

子
・
佐
藤
正
志
（
39
）
、
相
崎
俊

夫
（
40
）
、
阿
部
清
・
安
達
徹
・

栗
原
知
子 

（
41
）
、
勝
又
一
司
・

安
達
亮
一
（
42
）
、
藤
塚
弘
・
内

藤
富
美
子（
43
）
、松
井
正
之
（
46
）、

藤
塚
伸
雄（
48
）
、徳
永
雅
史
（
53
）、

安
達
良
喜
・
堀
井
ひ
と
み
（
54
）
、

山
口
昌
幸
・
佐
藤
潤
（
55
）
、
吉

田
貴
裕（
56
）
、相
崎
清
輝
（
57
）
、

友
田
啓（
58
）
、
白
石
知
子
（
60
）

【
東
京
片
貝
会
へ
の
ご
寄
附
】

　（
順
不
同
）
　（
Ｈ
30
・
４
～
10
）

安
達
和
三
・
阿
部
修
次
・
佐
藤
安

治
（
21
）
、
友
田
善
智
・
大
塚
順

一
（
22
）
、
長
岡
利
夫
・
中
村
恵

美
子（
23
）
、
石
上
俊
夫
（
24
）
、

佐
藤
祐
一
・
松
岡
規
子
（
27
）
、

安
達
隆
（
28
）
、
宮
下
愛
子
・
横

田
房
枝（
29
）
、安
達
弘
之
（
30
）
、

芝
満
雄
・
軍
司
雅
子
・
小
宮
善
興

・
平
石
和
子
（
31
）
、
諸
我
時
夫

（
32
）
、
安
達
弘
（
33
）
、
熊
谷

満
里
子
・
五
十
嵐
哲
郎
・
工
藤
イ

ツ
（
35
）
、
広
沢
雅
子
（
36
）
、

寺
町
明
美
・
吉
原
敏
明
・
松
井
京

子
・
本
田
秀
幸
（
37
）
、
芝
　
強

・
小
野
塚
和
夫
（
38
）
、
佐
藤
正

志
（
39
）
、
相
崎
俊
夫
（
40
）
、

阿
部
　
清
・
安
達
徹
・
小
林
和
弘

（
41
）
、
勝
又
一
司
・
安
達
亮
一

（
42
）
、
藤
塚
弘
・
内
藤
富
美
子

（
43
）
、
松
井
正
之
（
46
）
、
藤

塚
伸
雄
（
48
）
、
松
山
朱
実
・
相

崎
達
也
（
53
）
、
安
達
良
喜
・
堀

井
ひ
と
み（
54
）
、佐
藤
潤
（
55
）
、

相
崎
清
輝（
57
）
、友
田
啓
（
58
）
、

白
石
知
子
（
60
）

黒
崎
敏
明

　
　
　
翼
翔
会
（
平
成
元
年
卒
）

　
は
じ
め
ま
し
て
。
私
は
三
ノ
町

で
生
ま
れ
育
ち
、
現
在
は
埼
玉
で

家
族
四
人
と
甘
え
ん
坊
な
猫
と
暮

ら
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
の
９
月
10
日（
月
）
、
第
45

回
平
成
４
年
片
貝
中
学
校
卒
業
の

私
た
ち
翼
翔
会
は
、
42
歳
厄
年
満

願
大
ス
タ
ー
マ
イ
ン
で
片
貝
の
夜

空
を
彩
り
ま
し
た
。

　
当
日
は
朝
か
ら
大
雨
に
見
舞
わ

れ
、
煙
火
奉
納
ま
で
の
道
の
り
は

本
当
に
大
変
で
し
た
。
そ
ん
な
不

安
の
中
、出
発
式
に
先
輩
・
後
輩
、

恩
師
、
そ
し
て
東
京
片
貝
会
の
本

田
会
長
に
駆
け
つ
け
て
い
た
だ
き

元
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。
玉
送
り

の
道
中
も
雨
は
降
り
続
き
、
体
温

が
下
が
り
半
纏
が
重
く
な
る
中
で

も
、
夢
中
で
屋
台
を
引
き
、
大
声

で
木
遣
り
を
歌
う
姿
は
印
象
的
で

し
た
。

　
夜
に
な
る
と
空
は
澄
み
渡
り
、

絶
好
の
花
火
日
和
。
一
日
苦
労
し

て
き
た
分
、
喜
び
も
よ
り
一
層
高

ま
り
ま
し
た
。
花
火
会
場
の
お
立

ち
台
で
は
み
ん
な
が
一
体
と
な
っ

て
笑
っ
て
騒
い
で
泣
い
て
、
達
成

感
に
満
ち
溢
れ
た
瞬
間
で
し
た
。

　
次
回
は
節
目
の
50
歳
。
ま
た
仲

間
た
ち
と
盛
り
上
が
り
、
そ
し
て

片
貝
町
に
元
気
を
与
え
る
役
割
を

果
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
度

は
晴
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
。

　
講
演
を
終
え
て

　
砂
山
和
之
さ
ん
（
抜
粋
）

　
こ
の
度
は
、
こ
の
よ
う
な
講
演

の
機
会
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
私
自
身
も
素
晴

ら
し
い
人
生
五
十
年
の
節
目
と
な

り
、
さ
ら
に
邁
進
し
て
い
こ
う
と

い
う
気
持
ち
も
強
く
な
り
ま
し

た
。
講
演
の
内
容
に
は
生
徒
児
童

に
は
少
し
難
し
い
も
の
が
あ
っ
た

か
と
思
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん
最
後

ま
で
し
っ
か
り
と
聴
い
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
電
池
開
発
の
進
化
を

引
き
合
い
に
し
な
が
ら
生
徒
児
童

に
「
自
分
の
未
来
」
を
具
体
化
に

向
け
て
考
え
て
ほ
し
か
っ
た
の
で

す
。
今
は
漠
然
と
し
て
い
て
も
い

い
か
ら
将
来
の
自
分
の
姿
を
考
え

て
ほ
し
い
。
そ
の
将
来
を
強
く
願

え
ば
そ
こ
に
至
る
道
が
お
の
ず
と

見
え
て
く
る
は
ず
で
す
。

　
私
が
片
貝
中
学
校
を
卒
業
し
て

歩
ん
で
き
た
三
十
五
年
間
と
こ
の

先
と
で
は
、
技
術
や
社
会
の
変
化

の
度
合
い
が
ま
っ
た
く
異
な
る
で

し
ょ
う
。
人
は
、
自
分
が
興
味
を

持
つ
こ
と
、
お
も
し
ろ
い
と
感
じ

る
こ
と
に
対
し
、
も
っ
と
広
く
、

も
っ
と
深
く
知
り
た
い
と
い
う
欲

求
を
必
ず
持
ち
ま
す
。
そ
し
て
、

そ
れ
に
同
調
す
る
多
く
の
人
が
必

ず
い
ま
す
。
発
信
す
る
だ
け
で
な

く
双
方
向
で
つ
な
が
る
メ
デ
ィ
ア

が
多
く
生
ま
れ
て
く
る
で
し
ょ

う
。
片
貝
の
仲
間
と
の
絆
を
宝
と

す
る
同
級
会
が
あ
る
皆
さ
ん
は
、

こ
れ
も
ひ
と
つ
の
糧
と
し
、
未
来

へ
大
い
に
は
ば
た
い
て
ほ
し
い
も

の
で
す
。
さ
ら
に
「
未
来
」
「
将

来
」
に
つ
い
て
気
恥
ず
か
し
が
ら

ず
に
語
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
な
れ

ば
私
に
と
っ
て
望
外
の
喜
び
で

す
。



安
達
太
一
様
（
昭
22
卒
緑
友
会
）

吉
原
新
作
様
（
昭
22
卒
緑
友
会
）

小
宮
秀
雄
様
（
昭
26
卒
同
心
会
）

■
あ
と
が
き

　
来
年
は
東
京
片
貝
会
創
立
60
周

年
を
迎
え
ま
す
。
記
念
イ
ベ
ン
ト

も
企
画
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
お

楽
し
み
に
お
待
ち
下
さ
い
。
皆
さ

ま
良
い
年
を
お
迎
え
下
さ
い
。

（
小
林
・
徳
永
・
安
達
・
相
崎
）

■
大
通
り
に
防
犯
カ
メ
ラ
設
置

　
表
三
之
町
の
大
通
り
に
防
犯
カ

メ
ラ
３
台
が
設
置
さ
れ
た
。
補
助

金
や
助
成
金
な
ど
行
政
の
支
援
を

待
た
ず
、
町
内
会
独
自
の
設
置
は

め
ず
ら
し
い
と
の
こ
と
。

■
「
巫
女
爺
」
継
承
の
あ
ゆ
み

　
片
貝
小
４
～
６
年
生
が
「
巫
女

爺
人
形
操
り
」
を
学
ぶ
片
貝
巫
女

爺
子
供
教
室
が
、
10
周
年
を
迎
え

た
。
四
之
町
の
黒
崎
剛
さ
ん
著
作

「
片
貝
巫
女
爺
子
供
教
室
十
年
の

記
録
誌 

巫
女
爺
永
遠
に 

健
や
か

な
子
供
ら
と
」
も
発
行
さ
れ
た
。

■
片
貝
ミ
ニ
バ
レ
ー
ク
ラ
ブ
県
の

頂
点
に

　
す
こ
や
か
北
越
銀
行
杯
第
30
回

新
潟
県
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会
が
11
／
18
に
開
催
さ
れ
、
女
子

の
部
で
片
貝
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

ク
ラ
ブ
が
優
勝
し
た
。

　
メ
ン
バ
ー
は
、
石
黒
恵
奈
、
山

賀
み
の
り
、
樋
口
真
結
愛
、
森
山

来
実
、
森
山
彩
音
、
片
桐
音
羽
、

小
林
愛
奈
、
新
保
莉
央
、
佐
藤
苺

花
の
た
っ
た
９
名

■
三
尺
玉
物
語
や
手
話
合
唱

　
片
貝
小
で
「
も
み
の
キ
ッ
ズ
学

び
ラ
ン
ド
」
が
行
わ
れ
、
全
校
合

唱
や
６
年
生
に
よ
る
音
楽
劇
「
片

貝
三
尺
玉
物
語
」
な
ど
多
彩
な
発

表
に
多
く
の
拍
手
が
送
ら
れ
た
。

■
小
千
谷
市
展
で
片
貝
か
ら
多
数

入
選

　
今
年
の
市
展
に
は
６
部
門
に
３

４
０
点
が
出
展
さ
れ
、
審
査
の
結

果
、
片
貝
か
ら
多
数
の
入
選
者
が

出
た
。

《
日
本
画
》
▽
奨
励
賞
・
相
崎
重

明
（
四
之
町
）
「
老
松
」

《
水
墨
画
》
▽
奨
励
賞
・
南
雲
謙

一
（
一
之
町
）
「
屋
久
杉
」
▽
佳

作
・
佐
山
英
一
（
稲
場
）

《
工
芸
・
彫
刻
》
▽
市
長
賞
・
黒

崎
剛
（
四
之
町
）
「
宇
宙
の
響
」

▽
新
潟
日
報
美
術
振
興
賞
・
山
口

篤（
一
之
町
）「
蝶
の
舞
」
▽
奨
励
賞

・
吉
原
正
直（
一
之
町
）「
舞
姫
」
▽

佳
作
・
水
尾
久
子（
一
之
町
）

■
佐
藤
佐
平
治
を
偲
び
「
祭
る
」

　
第
９
回
「
祭
る
」
が
忍
字
亭
で

あ
り
、
片
貝
伝
統
芸
能
保
存
会
に

よ
る
木
遣
り
や
巫
女
爺
の
披
露
で

夜
遅
く
ま
で
に
ぎ
わ
っ
た
。

■
国
内
最
高
峰
の
花
火
競
技
大
会

で
片
貝
煙
火
工
業
が
優
秀
賞

　
第
92
回
全
国
花
火
競
技
大
会
で

片
貝
煙
火
工
業
が
「
創
造
花
火
の

部
」
で
優
秀
賞
、
「
10
号
玉
自
由

の
部
」
で
初
入
賞
し
た
。

■
浅
原
神
社
の
鳥
居
の
社
号
神
額

が
新
し
く
な
っ
た

　
浅
原
神
社
の
２
基
の
鳥
居
に
掲

示
さ
れ
る
「
鎮
守
」
と
「
淺
原
神

社
」の
社
号
神
額
が
新
調
さ
れ
た
。

以
前
よ
り
小
ぶ
り
だ
が
１
０
０
年

以
上
持
つ
よ
う
に
頑
丈
に
制
作
さ

れ
た
と
の
こ
と
。

■
中
学
校
　
相
田
教
頭
先
生

　
夏
の
大
会
で
は
、
バ
レ
ー
部
が

平
成
９
年
以
来
の
中
越
大
会
優
勝

を
果
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
相
撲

の
１
年
黒
﨑
碧
琉
さ
ん
が
北
信
越

大
会
出
場
を
果
た
し
ま
し
た
。
秋

の
市
内
新
人
大
会
で
は
、
団
体
５

種
目
中
４
種
目
で
優
勝
、
１
種
目

準
優
勝
と
大
活
躍
で
し
た
。
駅
伝

で
は
、
女
子
チ
ー
ム
が
２
年
連
続

で
県
大
会
出
場
を
果
た
し
ま
し

た
。
ロ
ー
ラ
ー
ス
キ
ー
で
は
３
年

藤
塚
亜
子
さ
ん
が
全
国
的
な
活
躍

で
し
た
。

　
今
年
度
も
、
東
京
片
貝
会
教
育

講
演
会
を
開
催
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
砂
山
和
之
様
を
講
師
と
し

て
、
最
先
端
科
学
を
楽
し
く
、
わ

か
り
や
す
く
講
演
い
た
だ
き
ま
し

た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　* * * * * * * * * * *

【
生
徒
の
活
躍
】
（
ス
ポ
ー
ツ
大

会
は
入
賞
以
上
）

▽
郡
市
陸
上
競
技
・
共
通
女
子
８

０
０
ｍ
４
位
、
１
５
０
０
ｍ
４
位

小
林
日
香
莉
▽
市
各
種
大
会
・
バ

ス
ケ
ッ
ト
男
子
２
位
、
バ
レ
ー
女

子
優
勝
、
卓
球
男
子
団
体
３
位
、

個
人
２
位
吉
井
政
登
、
卓
球
女
子

団
体
３
位
、
駅
伝
女
子
の
部
３
位

▽
中
越
大
会
・
バ
レ
ー
女
子
優
勝

▽
県
総
合
体
育
大
会
・
相
撲
中
量

級
２
位
黒
﨑
碧
琉
▽
中
越
吹
奏
楽

コ
ン
ク
ー
ル
・
中
学
校
Ｂ
Ⅰ
の
部

銅
賞
▽
２
０
１
８
全
国
ジ
ュ
ニ
ア

サ
マ
ー
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ス
キ
ー
大

会
・
中
学
女
子
１
㎞
ス
プ
リ
ン
ト

優
勝
、
５
㎞
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
優
勝

藤
塚
亜
子
▽
第
27
回
全
日
本
選
抜

ロ
ー
ラ
ー
ス
キ
ー
尾
花
沢
大
会
・

中
学
女
子
３
㎞
フ
リ
ー
優
勝
藤
塚

亜
子
▽
郡
市
新
人
大
会
・
バ
ス
ケ

ッ
ト
男
子
優
勝
、
▽
市
新
人
各
種

大
会
・
野
球
優
勝
、
バ
レ
ー
女
子

優
勝
、
卓
球
男
子
団
体
優
勝
、
個

人
優
勝
吉
井
政
登
、２
位
黒
﨑
怜
、

３
位
丸
山
寬
人
、
卓
球
女
子
団
体

２
位
▽
第
49
回
中
越
中
学
校
親
善

バ
ス
ケ
ッ
ト
大
会
優
勝
▽
第
12
回

片
貝
町
中
学
校
選
抜
親
善
野
球
大

会
優
勝

■
小
学
校
　
福
島
教
頭
先
生

【
片
貝
町
合
同
防
災
訓
練
・
片
貝

防
災
健
康
ウ
オ
ー
ク
】

　
二
回
目
の
今
年
は
、
合
同
防
災

訓
練
で
、
町
内
で
避
難
困
難
者
の

救
出
訓
練
を
行
っ
た
と
こ
ろ
も
あ

り
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
近

所
の
方
に
「
一
緒
に
歩
き
ま
せ
ん

か
？
」
と
誘
い
の
手
紙
を
届
け
ま

し
た
。
二
十
数
名
の
方
が
、
一
緒

に
歩
い
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

【
片
貝
ま
つ
り
】

　
今
年
は
、
子
ど
も
た
ち
が
屋
台

の
曳
き
廻
し
で
に
ぎ
や
か
に
道
中

木
遣
り
を
披
露
し
ま
し
た
。
巫
女

爺
ク
ラ
ブ
の
披
露
、
鼓
笛
パ
レ
ー

ド
の
行
進
と
今
年
も
大
活
躍
で
し

た
。

【
カ
タ
カ
イ
カ
タ
ル
カ
イ
】

　
二
回
目
の
今
年
は
、
児
童
、
先

生
、
地
域
の
方
と
地
域
で
活
躍
さ

れ
て
い
る
方
五
人
に
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
を
し
、
片
貝
総
合
セ
ン
タ
ー
で

ま
と
め
、
お
互
い
に
紹
介
し
合
い

ま
し
た
。
片
貝
人
の
素
晴
ら
し
さ

を
再
発
見
し
た
取
組
で
し
た
。

【
あ
い
さ
つ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
】

　
保
育
園
・
小
学
校
・
中
学
校
の

連
携
で
、
年
間
二
回
の
あ
い
さ
つ

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
っ
て
い
ま

す
。
期
間
中
の
朝
、
中
学
生
が
小

学
校
の
校
門
や
通
学
路
に
立
ち
、

互
い
に
目
を
見
合
い
、
手
と
手
を

触
れ
合
い
「
お
は
よ
う
！
」
と
。

町
中
に
元
気
な
あ
い
さ
つ
が
飛
び

交
っ
て
い
ま
す
。

　* * * * * * * * * * *

　

【
児
童
の
活
躍
】
（
ス
ポ
ー
ツ
大

会
は
１
位
の
み
）

▽
わ
ん
ぱ
く
相
撲
小
千
谷
場
所

【
女
子
】
３
年
山
口
莉
緖
、
４
年

藤
塚
ま
り
、
６
年
藤
塚
美
礼
【
男

子
】６
年
淺
田
晃
誠
（
国
技
館
で
行

わ
れ
た
全
国
大
会
団
体
戦
に
出

場
）▽
市
親
善
水
泳
大
会
・
５
年
男

子
50
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ
品
田
琉
汰
▽

６
年
市
親
善
陸
上
大
会
【
男
子
】

１
０
０
ｍ
淺
田
晃
誠
、
80
ｍ
ハ
ー

ド
ル
五
十
嵐
月
斗
【
女
子
】
１
０

０
ｍ
藤
塚
美
礼
、
走
り
高
跳
び
石

黒
恵
奈
▽
第
29
回
全
国
ロ
ー
ラ
ー

ス
キ
ー
選
手
権
大
会
・
チ
ー
ム
対

抗
優
勝
片
貝
小（
藤
塚
美
礼
、
藤
塚

ま
り
）
▽
新
潟
県
教
育
委
員
会
表

彰
・
藤
塚
美
礼
（
前
年
度
全
国
規
模

の
ス
キ
ー
大
会
で
優
勝
の
功
績
を

讃
え
て
）▽
県
競
書
大
会
・
特
選
６

年
鈴
木
る
う
▽
新
大
競
書
大
会
・

準
特
選
鈴
木
る
う
▽
社
会
を
明
る

く
す
る
運
動
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
・

新
潟
保
護
観
察
所
長
賞
６
年
松
井

乃
亜

■
片
貝
ま
つ
り
に
ぎ
わ
う

　
今
年
の
片
貝
ま
つ
り
は
、
日
中

は
時
折
雨
混
じ
り
で
あ
っ
た
が
、

夜
は
奇
跡
的
に
雨
が
上
が
り
、
１

万
５
千
発
の
花
火
が
浅
原
神
社
の

杜
を
彩
っ
た
。

　
お
囃
子
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
小
若

の
部
は
い
組
、
若
の
部
は
五
部
が

そ
れ
ぞ
れ
優
勝
し
た
。

　
ま
た
、
ま
つ
り
の
翌
朝
は
片
貝

中
生
徒
全
員
で
浅
原
神
社
境
内
や

片
貝
小
グ
ラ
ン
ド
の
ゴ
ミ
拾
い
を

実
施
し
た
。

■
見
事
グ
ラ
ン
プ
リ
を
獲
得

　
茶
畑
の
黒
崎
敏
夫
さ
ん
の
作
品

が
、
見
附
市
の
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

で
最
高
賞
の
グ
ラ
ン
プ
リ
を
獲
得

し
た
。
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